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可変速度の電力駆動システムに関する IEC 
61800-5-1 の安全規格を理解すると、AC モーター 

ドライブ アプリケーションに適したソリューションを

選択できるようになります。

電気モーターは産業アプリケーションで広く採用されていま

す。ファン、コンベア ベルト、印刷機、製紙工場、クレーン、ミ

キサー、ホイスト、リフト、冷却および再循環ポンプ、ブロワ、

コンプレッサ、ファクトリ ロボット、その他多くのアプリケーショ

ンで使用されます。世界で 3 億台以上の産業用電気モーター

が使用されており、その数は毎年着実に増加しています。

可変速度の電力駆動システムは、可変周波数ドライブまたは 

AC モーター ドライブとも呼ばれる、スマート モータ制御シス

テムです。これらのシステムでは、固定速度でモーターを作動

させて機械的要素を使用しパラメータを制御するモーターと異

なり、高度なパワー エレクトロニクスを使用して、モーターの

速度、トルク、位置を制御します。可変速度ドライブはモータ

ー ドライブ アプリケーション分野で広く使用されており、モー

ター ドライブ システムの効率と制御は大幅に向上していま

す。

電動モーター ドライブ システムでは、数キロワットから数千キ

ロワットの範囲の出力電力を供給します。これらは数百ボルト

から数千ボルトの範囲の AC ライン電圧で動作します。高い

電圧と電力レベルが関係するため、モーター ドライブ システ

ムの動作に携わる人の安全を確保するための対策を設計に

含めることが不可欠です。

国際電気標準会議 (IEC) 61800-5-1 は可変速度の電力駆動

システムに関する安全規格です。電気、熱、エネルギーの安

全性を網羅しています。この規格では電気的安全性の一部と

して、50V を超える電圧に接続される回路と、人間が触れる

可能性のあるドライブ システムの部品やコネクタとの間を、適

切に絶縁するための要件が定義されています。

アイソレータは可変速度の電力駆動に使用される主要な電子

部品の 1 つです。絶縁型ゲート ドライバとして、アイソレータ

は電力段でパワー トランジスタ (絶縁型ゲートバイポーラトラ

ンジスタ [IGBT] または 金属酸化膜半導体電界効果トランジ

スタ [MOSFET]) のオンとオフを切り替える制御を行います。

絶縁型 A/D コンバータ (ADC) と絶縁型アンプとして、アイソ

レータはインバータ出力から帰還する電圧と電流を伝達しま

す。汎用通信リンクとして、アイソレータは高電圧を基準とす

る回路から接地された回路や部品に情報を伝達します。ま

た、アイソレータは、高電圧と人間が触れられる部品との間を

絶縁する役割も果たします。したがって、絶縁はアイソレータ

が果たす 2 つの機能の 1 つです。

この資料では、IEC 61800-5-1 の安全規格のうち電気的な

要素について解説し、絶縁要件に関する規格の条項を、モー

ター ドライブ内で使用するアイソレータの仕様に変換する方

法を分析します。この説明は、いくつかの選択肢の構成と、ア

イソレータに関連する IEC 61800-5-1 の主な原理を理解す

るための例に限定されます。たとえば、最大 1000 VRMS の定

格電源を使用する 3 相システムについてのみ説明していま

す。これらの要件の詳細については、 IEC 61800-5-1 規格 

を参照してください。

基本的な絶縁の概念と用語

このセクションでは、絶縁に関連する基本的な概念と用語に

ついて簡潔に説明します。

• 基本絶縁 (または絶縁体) は、絶縁または絶縁体のバリア

が損傷していない限り高電圧から保護します。IEC 

61800-5-1 などの安全規格では、冗長性のために 2 次

側絶縁バリアが要求されます。追加のバリアにより、最初

のバリアに障害が発生した場合でも安全保護が可能で

す。この方法を二重絶縁と呼びます。

• 高電圧に関する安全性については、それ自体の強化絶縁

は二重絶縁と同等です。強化絶縁バリアが損傷すると人

の命に危険が及ぶ可能性があり、より厳格な要件が必要

になります。

• 一時的な過電圧は、アイソレータが絶縁破壊せずに耐え

る短時間の高電圧 (IEC61800-5-1 では 5 秒) です。これ

は、負荷スイッチング、故障、またはアーク放電のせいで

電源グリッド ラインに発生する可能性のある過電圧を表し

ます。
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• サージまたはインパルス電圧は、直接的および間接的な

落雷時に電源ラインに誘導される電圧を表す特定の過渡

プロファイル (1.2/50μs、IEC 60060-1 または IEC 

61000-4-5 参照) の波形のピーク値です。

• 動作電圧とは、通常の機能の一部として機器の動作寿命

全体にわたって存在するアイソレータ両端間の連続的な

電圧です。

図 1. 空間距離の図。

• 空間距離とは、高電圧側のピンからアイソレータ IC (集積

回路) の低電圧側ピンまでの空気中での最短距離のこと

です ( 図 1 )。空間距離は、インパルス電圧と一時的過電

圧のピーク値によってピン間の空気がイオン化してアーク

放電が発生しないように、十分に広くする必要がありま

す。空気中の絶縁破壊は高速な現象です。空間距離の要

件は、システム内で発生する可能性のあるピーク電圧に

より異なります。

図 2. 沿面距離の図。

• 沿面距離とは、アイソレータ パッケージの表面に沿った高

電圧側から低電圧側までの距離です ( 図 2 )。沿面距離

の要件は、システムの動作条件に応じて、アイソレータ間

に現れる動作電圧の二乗平均平方根 (RMS) の値に比例

します。場合によっては、空間距離の要件を満たすために

沿面距離を長くする必要があります。沿面距離は、汚染度

と、パッケージ モールド化合物または材料の比較トラッキ

ング指数 (CTI) により異なります。

• 汚染度は、アイソレータが動作すると予想される環境に存

在する可能性のある、ほこり、湿気、または沈殿物の量を

表しています。汚染度 2 が一般的な産業環境では、通常

は非導電性の汚染のみが発生しますが、システムが動作

していない場合は導電性の汚染が発生する可能性があり

ます。汚染度が高いほど、沿面距離と空間距離の要件も

厳しくなります。

• CTI は、その表面に沿う性能低下に抵抗する能力を示

す、絶縁材料の特性です。このような性能低下が生じる

と、その両端に高電圧が連続して印加されると導電リーケ

ージ パスが形成される可能性があります。材料は CTI に

基づいて 4 つのグループに分類されます。CTI が高い (材

料グループ番号が小さい) 材料の場合、同じ沿面距離でよ

り高い動作電圧に耐えることができます。逆に、CTI が高

い材料では、特定の動作電圧で沿面距離の長さが短くな

る (パッケージ寸法が小さくなる) 場合があります。

– 材料グループ I：600V < CTI

– 材料グループ II：400V < CTI < 600V

– 材料グループ IIIa：175V < CTI < 400V

– 材料グループ IIIb：100V < CTI < 175V

アイソレータ (VDE 0884-10 または IEC 60747-5-5 など) の

コンポーネント レベルの規格とシステム レベルの規格 (IEC 

60664-1 など) では、それらのテストに使用する絶縁パラメー

タと手法の両方が定義されています。参照 [2 および 3] で

は、これらのパラメータとテスト方法について詳しく説明しま

す。デジタル アイソレータのデータシートは、これらのパラメー

タの値を明確に規定しています。これらの値は、IEC 

61800-5-1 などの最終製品規格で設定された要件と比較で

きます。

モーター ドライブの絶縁

図 3 は可変速度モーター ドライブ システムの概略ブロック図

の例を示しています。

入力電源またはグリッド入力 (通常は 3 相) によりシステムに

電力が供給されます。これはグリッドまたは主電源です。電圧

の例は、周波数 50 Hz または 60 Hz で、400 VRMS、690 

VRMS、または 830 VRMS などです。パワー ダイオードの整流

段により、入力 AC 電圧が DC 電力レール (DC+ および 

DC–) に変換されます。高電圧 DC リンク コンデンサにより、
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整流器へのフィルタリングと、インバータ段へのスイッチング

電流の両方が提供されます。IGBT モジュール、または IGBT 

のバンクにより、3 相インバータが形成されます。IGBT の代

わりに MOSFET を使用することもできますが、本資料では例

として IGBT を使用しています。絶縁型ゲート ドライバによ

り、IGBT のオンとオフの切り替えに必要なドライブ電圧が供

給されます。通常、IGBT をオンにするために 15V のゲート 

エミッタ間電圧を使用し、IGBT をオフにするために–8V の負

のゲート エミッタ間電圧を使用します。絶縁型の電流および

電圧センス素子は、閉ループ制御システムに電流および電圧

帰還を供給します。エンコーダ モジュールは、モーター シャフ

トの位置と速度に関する帰還を供給します。

モーター ドライブにより、電動モーターに接続された 3 相出力

が供給されます。この 3 相出力の振幅と周波数は入力グリッ

ド電源とは大きく異なり、電気モーターが必要とする速度とト

ルクの出力に完全に依存します。簡潔に言えば、異なってい

るのは、可変速度ドライブがギアやベルトなどの機械構成部

品を必要とせずに電気モーターの機械的出力を制御する方

法です。

マイクロプロセッサまたは FPGA (フィールド プログラマブル 

ゲート アレイ) を含む制御モジュールは、IGBT のゲート ドラ

イバに対して適切なシーケンスの PWM (パルス幅変調) 制御

を適切な周波数で供給し、これによりモーター ドライブ出力で

生成される電圧と電流の波形が制御されます。これらの波形

により電動モーターの速度とトルクの出力が制御されます。モ

ーター ドライブは閉ループ システムです。制御モジュールは

電圧および電流センス回路から帰還を受け、一部のアプリケ

ーションはエンコーダから位置と速度の帰還を受けます。

制御モジュールは、RS-485、CAN、産業用イーサネットなど

の標準通信インターフェイスを経由して、他の制御ネットワー

ク (PLC (プログラマブル ロジック コントローラ) または HMI 

(コンピュータまたはヒューマン マシン インターフェイス) など) 

に接続します。

制御モジュールには、通信インターフェイスおよびエンコーダ 

インターフェイスの入力ポートなど、人間が触れることができ

る部品があります。これらの露出した部品と高電圧回路 (DC 

バスと入力電源ラインに接続された回路) の間は十分安全な

絶縁を施す必要があります。この絶縁は、絶縁型ゲート ドラ

イバ、絶縁型電圧および電流センス アンプを使用して実現で

きます。制御モジュールと通信インターフェイスの間にさらに

絶縁を導入することもできますが、図 3 には表示されていま

せん。図 3 の青線は、低電圧、または高電圧から安全に絶縁

された安全な信号です。

図 3. AC モーター ドライブの一般的なブロック図。

図 4. AC モーター ドライブ向けの代替絶縁方式。

図 4 は、制御モジュールがアース基準ではない、可能な異な

る構成を示しています。代わりに DC バスにバイアスされま

す。この場合、追加のデジタル絶縁により、この制御モジュー

ル (高電圧に接続済み)と、アース基準の 2 番目の制御また

は通信モジュールとの間で、安全な絶縁が実現します。人間

が触れることのできる部品またはインタフェースは、2 番目の

制御モジュールにあります。このアーキテクチャでは、ゲート 

ドライバと絶縁型電流および電圧センス モジュールの両方で

絶縁が必要です。これは電気的な安全性のためではなく、機

能的な絶縁です。この絶縁により、最初の制御モジュール 

(DC– を基準) は IGBT およびセンス素子との通信が可能に
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なります。この接地基準は DC バスの高電圧をスイッチング

するインバータ出力です。

IEC 61800-5-1 の定義

IEC 61800-5-1 規格を任意のモーター ドライブ設計に適用

する場合は、以下の定義を理解しておく必要があります。

システム電圧

これは、入力またはグリッド電源の位相とアースの間の RMS 

電圧です。システム電圧は電源システムの接地方式に大きく

依存します。スター接地の TN グリッド ( 図 5a) では、位相と

アース間の RMS 電圧は位相間電圧を√3 で割った値になり

ます。ただし、コーナー接地の TN システム ( 図 5b) の場合、

システム電圧は位相間電圧と同じになります。絶縁 (または絶

縁体) に関する安全性要件は、システムの電圧に直接依存し

ます。

図 5. 中性点接地であるスター接地 TN システム (a) と、1 相接地の

コーナー接地 TN システム (b)。

過電圧カテゴリ

IEC 61800-5-1 規格によれば、装置は供給電源への接続方

法に基づいて以下の 4 つのカテゴリに分類されます：

• カテゴリ I ：サージや過渡過電圧を低減するための対策を

実施する回路に接続された機器に適用されます。

• カテゴリ II ：電源に恒久的に接続されないポータブル ツー

ルおよびプラグ接続装置に適用されます。

• カテゴリ III ：配電基板の下流の電源に常時接続される装

置に適用されます。

• カテゴリ IV ：主配電基板の上流の起点に常時接続される

装置器に適用されます。

装置のカテゴリが高いほど、発生する電圧擾乱が高くなる可

能性があります。そのため、一時的な過電圧、インパルス、ま

たはサージ電圧に関する、高い要件を満たす必要がありま

す。

大半の産業用モーター ドライブはカテゴリ III に該当します。

動作電圧

動作電圧とは、機器の動作時に常時アイソレータの両端に印

加される電圧のことです。この値は、システム電圧、または入

力電源の位相間電圧からは直接得られません。これは、ドラ

イブ自体のアーキテクチャに依存します。これについては、次

のセクションで詳細に説明します。

モータードライブ設計に IEC 61800-5-1 規格を適

用

接地の概念と用語により絶縁について理解できるようになり

ました。これからは、特定のモーター ドライブの設計に対し、

段階的に IEC 61800-5-1 要件を適用できます。特に記述の

ない限り、ここでは過電圧カテゴリ III と汚染度 2 を使用しま

す。また、この資料では、ゲート駆動システム内のパワー モ

ジュールやヒート シンクなどの他の部品とアイソレータの要件

との関係についてのみ説明します。

ステップ 1 –システム内にあるアイソレータを特定し、それぞ

れが機能的絶縁、基本的絶縁、または強化絶縁のどれが必

要かを判断します。

高電圧に接続された回路と、人が触れることができる任意の

部品やコネクタとの間に、十分安全な絶縁 (または IEC 

61800-5-1 の保護分離) が必須です。以下の方法で保護分

離を実現できます：1) 2 つの基本アイソレータを直列接続 (二

重絶縁)。または、2) 1 つの強化絶縁型アイソレータを使用。

図 3 に示すモーター ドライブ システムでは、絶縁型ゲート ド

ライバと絶縁型電圧/電流帰還回路はどちらも、強化絶縁をサ

ポートする必要があります。外部インターフェイスまたはコネク

タに送られる信号パスに、追加の基本アイソレータ (絶縁型 

RS-485 など) を導入する場合は、基本絶縁で十分です。 図 

4 に示すモーター ドライブ システムでは、デジタル アイソレー

タが強化絶縁をサポートしている必要があります。 図 4 で

は、DC バス基準である絶縁型ゲート ドライバと絶縁型帰還

回路のいずれか側に高い電圧が印加されているため、保護

分離として設計する必要はありません。
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ステップ 2 –システム電圧を決定します。説明にあったように、

これは入力グリッド電源電圧と接地方式により異なります。中

性点接地の 3 相 400 VRMS TN 電源では、システム電圧が 

230 VRMS です。3 相 830 VRMS のコーナー接地システムの

システム電圧は 830 VRMS です。

ステップ 3 –IEC 61800-5-1 [1] の 表 7 [4] を使用して、各ア

イソレータの一時的過電圧およびインパルス/サージ電圧の

要件を決定します。この表では補間は許容されません。次に

高いシステム電圧 230 VRMS などは 300 VRMS のシステム電

圧として扱われれ、830 VRMS は 1000-VRMS のシステム電

圧として扱われます。

表 7 は基本絶縁の要件を示しています。強化絶縁の場合、

一時的過電圧の要件が 2 倍になります。サージ電圧の場合

は、次に高いインパルス電圧を使用します。強化絶縁型向け

の空間距離を決定するには (ステップ 4)、基本要件と次に高

いインパルス電圧の 1.6 倍 (2 倍ではない) の一時的過電圧

を使用します。

ステップ 4 –設計に使用するすべてのアイソレータに必要な空

間距離を決定します。IEC 61800-5-1 [1] の 表 9 [4] は、特

定の一時的過電圧とサージ/インパルス電圧向けの空間距離

の要件を示しています。この表を使用して、ステップ 3 で決定

し一時的過電圧およびサージ要件に基づき、空間距離の要

件を求めることができます。

表 9 は最大高度 2000m の値を示しています。より高い高度

で作動させるには、高度が高くなると空気がより簡単に絶縁

破壊するという事実を考慮に入れて、空間距離を一定の係数

増加させます。高高度向けのこの補正係数は、IEC 

61800-5-1 の 表 D.1 [4] で定義されています。たとえば、

5000m で作動させる場合は、 表 9 で得られた空間距離を 

1.48 倍にします。

ステップ 5 –設計で使用するすべてのアイソレータの動作電

圧を決定します。動作電圧は、システム電圧や入力電源の位

相間電圧から直接供給されず、モーター ドライブ アーキテク

チャに依存します。 図 2 のゲート ドライバでは、モーター ドラ

イブからの最大出力電圧の下で、DC+ と DC– 間でスイング

する正弦波バイポーラ バリア電圧 (高周波矩形波 PWM キャ

リア周波数で変調) が見られます。または、 図 4 に示すゲー

ト ドライバは DC– にバイアスされます。ゲート ドライバでは、

0 から 2 × DC+ までのユニポーラ電圧スイングが見られま

す。

接地方式も役割を果たします。たとえば、 図 4 のデジタル ア

イソレータ両端の電圧プロファイルは、入力電源がスター接地

であるかコーナー接地であるかによって異なります。最初の

例では、DC– バスは接地電位に対してかなり安定した電圧に

なっていますが、2 番目の例の DC– バスには高電圧スイン

グが発生しています。

複数の要因があるため、動作電圧の計算は複雑です。まず、

インバータ出力の高周波台形 PWM 変調により、絶縁型ゲー

ト ドライバと絶縁型センス素子の動作電圧の RMS が変化す

る場合があります。次に、モーターの制動時に DC バス電圧

が上昇すると、アイソレータ両端の電圧が偶発的に高くなる

場合があります。そのため、すべてのアイソレータの動作電

圧を慎重に決定してください。

アイソレータは、機器の予想寿命全体にわたり動作電圧プロ

ファイルのピーク値と RMS 値の両方を維持する必要があり

ます。一般的に、アイソレータの RMS と DC 動作電圧能力

が入力位相間電圧の RMS 値とピーク値に等しい場合、大半

のケースがカバーされます。ただし、ある程度のマージンがあ

ると、さまざまな動作電圧過渡プロファイルの効果に対するバ

ッファとなり、設計の堅牢性と信頼性を向上させることができ

ます。

ステップ 6 –IEC 61800-5-1 の 表 10 [4] に従って、動作電圧

の RMS 値を使用し沿面距離を決定します。この表には基本

絶縁の結果が表示されています。強化絶縁では、沿面距離

の要件が 2 倍になります。

沿面距離の要件は、アイソレータの汚染度と CTI により異な

ります。 表 10 はこれを反映しています。

コンフォーマル コーティングまたはポッティングを使用すると、

コーティング下の汚染度が下がり、ピン間のアーク放電経路

がブロックされるため、沿面距離および空間距離の要件を低

減するのに役立ちます。これらの方法ではコストが増加し、コ

ーティングの品質確認のために追加の検査手順が必要とな

り、サポートされる最大電圧レベルに制限があることに注意し

てください。CTI が高く沿面距離と空間距離の値が大きいアイ

AC モーター ドライブの絶縁：IEC 61800-5-1 安全規格の理解 6 May 2026

https://webstore.iec.ch/publication/5936
https://webstore.iec.ch/publication/5936
https://webstore.iec.ch/publication/5936
https://webstore.iec.ch/publication/5936
https://webstore.iec.ch/publication/5936
https://webstore.iec.ch/publication/5936
https://webstore.iec.ch/publication/5936
https://webstore.iec.ch/publication/5936
https://webstore.iec.ch/publication/5936
https://webstore.iec.ch/publication/5936
https://webstore.iec.ch/publication/5936
https://webstore.iec.ch/publication/5936
https://webstore.iec.ch/publication/5936
https://webstore.iec.ch/publication/5936
https://webstore.iec.ch/publication/5936
https://webstore.iec.ch/publication/5936


ソレータを選択すると、より安価で信頼性を高めることができ

ます。

沿面距離の要件が空間距離の要件よりも低い場合は、空間

距離の要件を満たすために沿面距離を長くする必要がありま

す。

パッケージ表面に沿った沿面距離経路は空気中の絶縁破壊

が発生する可能性がある経路でもあるため、この調整をする

必要があります。

ステップ 7 –手順 3 ～ 6 で説明するすべての要件を満たすア

イソレータを選択します。 表 1 は、過電圧カテゴリ III、汚染度 

2、高度 2000m 未満の 3 相システムのいくつかの例の要件

を示しています。動作電圧は入力位相間電圧と同じであると

想定していますが、これはほとんどのアーキテクチャをカバー

しています。ただし、アイソレータに必要な実際の動作電圧

は、システムアーキテクチャのどこにアイソレータを使用する

かにより異なります。

モーター ドライブ アプリケーション向けアイソレータ

これらのニーズに対応するため、テキサス インスツルメンツ

はモーター ドライブ アプリケーション向けに複数の絶縁型製

品を提供しています。これには、絶縁型 IGBT ゲート ドライ

バ、デジタル アイソレータ、絶縁型デルタ シグマ ADC および

アンプ、絶縁型 RS-485 や絶縁型 CAN などの絶縁型通信リ

ンクが含まれます。

最新の製品には、 UCC23513 および ISO5852S 強化絶縁

型ゲート ドライバ、ISO77xxDW および ISO78xxDWW ファミ

リのデジタル アイソレータが含まれます。

これらのアイソレータ ファミリでは、ISO78xxDW ファミリを除

き、60 秒の一時的過電圧が 5kVRMS 以上、バイポーラ、ユニ

ポーラ、DC 動作電圧が 1.5kVRMS および 2121VPK、サージ

電圧が 12.8kVPK です。ISO78xxDW ファミリのパッケージの

沿面距離および空間距離は 14.5mm と非常に広く、より電圧

の高いシステムに対応しています。さらに、これらのデバイス

は CTI > 600 (材料グループ I) のパッケージ モールド コンパ

ウンドを使用しており、沿面距離が同じ競合デバイスより高い

システム レベルの動作電圧で動作できます。

AC 位相間電

圧 (VRMS)
接地方式 システ

ム電圧 
(VRMS)

IEC61800-5-1 
に準拠したシス
テム電圧 (VRMS)

基本/強化絶

縁型

一時的過電
圧 (VRMS/
VPK)

インパル
ス/サー

ジ電圧 
(VPK)

最小空間
距離

動作電圧 
(VRMS/VPK)

最小沿面距離 (mm)

材料グループ

I II III

400 中性点接地 230 300 基本 1500/2120 4000 3 400/566 2 2.8 4

830 中性点接地 480 600 基本 1800/2550 6000 5.5 830/1174 4.2 5.8 8.3

830 コーナー接地 830 1000 基本 2200/3110 8000 8 830/1174 4.2 5.8 8.3

1000 コーナー接地 1000 1000 基本 2200/3110 8000 8 1000/1414 5 7.1 10

400 中性点接地 230 300 強化 3000/4240 6000 5.5 400/566 4 5.6 8

830 中性点接地 480 600 強化 3600/5100 8000 8 830/1174 8.4 12.6 16.6

830 コーナー接地 830 1000 強化 4400/6220 12000 14 830/1174 8.4 12.6 16.6

1000 コーナー接地 1000 1000 強化 4400/6220 12000 14 1000/1414 10 14.2 20

表 1. いくつかのシステム例 (カテゴリ III、汚染度 2、高度 2000m 未満) に関する IEC 61800-5-1 の要件の概要。

表 2 は IEC 61800-5-1 規格の各種要件に適用する際の、こ

れらのデバイスの性能を示しています。TI の各種デバイスで

は、ワイド パッケージ内で固有の絶縁強度と材料グループ I 

のモールド コンパウンドを組み合わせることにより、最大 

1000　VRMS の定格電源を使用する製品の空間確保に対応

できます。

まとめ

アイソレータは最新のモーター ドライブ システムの重要な部

品であり、最適な絶縁協調を実現するため注意深く選択する

必要があります。この資料では、IEC 61800-5-1 に準拠する

モーター ドライブ システム向けのアイソレータを選定するた

めの、いくつかの要素について検討しました。これには、過渡
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過電圧、インパルス電圧、動作電圧、沿面距離、空間距離に

関する要件が含まれます。固有の絶縁強度、優れたモールド 

コンパウンド、幅広いパッケージ オプションが提供される TI 

のデバイスでは、最大 1000 VRMS の定格電源電圧が要求さ

れるモーター ドライブ設計に対応します。
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デバイス 機能 沿面距離/空間距離 
(mm)

基本/強化絶縁型 最大 VRMS に対応するシステ

ム電圧 1
最大 VRMS/VPK に対応する動

作電圧 1

UCC23513DWY
ISO5852SDW ゲート ドライバ 8

基本 1000 1500/2121

強化 600 800/1130

ISO77xxDW デジタル アイソレータ 8
基本 1000 1500/2121

強化 600 800/1130

ISO78xxDWW デジタル アイソレータ 14.5
基本 >1000 1500/2121

強化 1000 1450/2050

ISOW64xx 電源内蔵のデジタル 
アイソレータ

8 強化 1000 1000/1414

ISOW3080 電源内蔵の絶縁型 
RS485

8 強化 1000 1000/1414

ISOW1050 電源内蔵の絶縁型 
CAN

8 強化 1000 1000/1414

表 2. IEC 61800-5-1 に準拠した TI の絶縁デバイスの性能 (カテゴリ III、汚染度 2、高度 2000m 未満)。

1

1 パッケージの沿面距離と空間距離のために、サポートされるシステム電圧と動作電圧が制限される場合があります。アイソレータ固有の性能については、
対応する製品のデータシートと参照資料 [2] をご覧ください。たとえば、アイソレータの固有の性能は、コンフォーマル コーティングまたはポッティングにより

システム レベルで実現できます。
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